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は
じ
め
に

イ
ン
ド
で
は
今
、
急
速
な
経
済
発
展
が
進
ん
で
お
り
、
そ
れ
と
と

も
に
映
画
産
業
も
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
統
計
上
の
不
備
や
十
分
な
記
録
の
不
在
な
ど
の
理
由
で
、
そ
の

実
態
は
い
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

筆
者
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か
け
て
「
オ
ー
ラ
ル
ヒ

ス
ト
リ
ー
に
よ
る
現
代
映
画
制
作
の
研
究
」
と
い
う
共
同
研
究＊

１

を
実

施
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
中
心
と
す
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
。
本
論
は
、
イ
ン
ド
の
映
画
関
係
者
に

対
し
て
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
基
づ
い
て
、
イ
ン
ド
の
映
画

産
業
の
現
状
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
ず
、
イ
ン
ド
映
画
産
業
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
た
ど
り
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
か
を
記
述
し

た
後
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
に
も
と
づ
い
て
近
年
の
イ
ン
ド
映
画

産
業
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

Ⅰ
イ
ン
ド
に
お
け
る
映
画
産
業
の
進
展

１
イ
ン
ド
映
画
産
業
の
概
略

イ
ン
ド
で
初
め
て
映
画
の
上
映
が
行
わ
れ
た
の
は
一
八
九
六
年
で

あ
っ
た
。
現
在
の
ム
ン
バ
イ
ー
で
、
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
の
シ
ネ
マ

ト
グ
ラ
フ
六
作
品
の
上
映
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
イ
ン

ド
で
は
欧
米
か
ら
多
く
の
映
画
作
品
が
流
入
し
て
く
る
が
、
そ
れ
ら

を
見
た
イ
ン
ド
人
の
中
か
ら
、
自
ら
の
手
で
イ
ン
ド
独
自
の
主
題
の

映
画
を
作
り
た
い
と
い
う
欲
求
が
高
ま
っ
て
く
る
。
イ
ン
ド
人
と
し

て
本
格
的
な
劇
映
画
を
は
じ
め
て
製
作
し
た
の
は
、「
イ
ン
ド
映
画

の
父
」
と
称
さ
れ
る
ド
ゥ
ン
デ
ィ
ー
ラ
ー
ジ
・
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ド
・

フ
ァ
ー
ル
ケ
ー
（D

undhiraj Govind Phalke

、
通
称
ダ
ー
ダ
ー

サ
ー
ヘ
ブ
・
フ
ァ
ー
ル
ケ
ーD

adasaheb Phalke

）
で
あ
っ
た
。
当

時
経
営
し
て
い
た
出
版
社
の
将
来
に
不
安
を
覚
え
て
い
た
彼
は
、
一

九
一
〇
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
ム
ン
バ
イ
ー
で
見
た
『
キ
リ
ス
ト

の
生
涯
』
と
い
う
サ
イ
レ
ン
ト
映
画＊

２

に
触
発
さ
れ
、
イ
ン
ド
で
も
同

様
の
映
画
を
作
る
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
ロ
ン
ド
ン

で
撮
影
技
術
を
習
得
し
機
材
を
調
達
し
た
の
ち
、
一
九
一
三
年
に
イ

ン
ド
古
典
叙
事
詩
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
の
中
の
一
節
を
も
と
に
し

た
『
ハ
リ
シ
ュ
チ
ャ
ン
ド
ラ
王
』
を
公
開
す
る＊

３

。
神
話
や
伝
承
な

ど
、
イ
ン
ド
の
人
び
と
に
と
っ
て
な
じ
み
深
い
題
材
が
映
像
化
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
映
画
は
次
第
に
民
衆
の
娯
楽
と
し
て
定
着
し
て

い
く
よ
う
に
な
る
。

イ
ン
ド
初
の
ト
ー
キ
ー
映
画
は
、
一
九
三
一
年
に
ア
ー
ル
デ
ー
シ

ル
・
イ
ー
ラ
ー
ニ
ー
（A

rdeshir Irani

）
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
『
世

界
の
美
』
で
あ
る
。
ト
ー
キ
ー
映
画
の
出
現
は
イ
ン
ド
映
画
に
大
き

な
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
多
言
語
社
会
で
あ
る
イ
ン
ド
の
場
合
、
サ

イ
レ
ン
ト
映
画
と
は
異
な
り
、
ト
ー
キ
ー
で
は
使
用
さ
れ
る
言
語
に

よ
っ
て
上
映
さ
れ
る
地
域
が
限
定
さ
れ
る
。
ト
ー
キ
ー
映
画
の
出
現

に
よ
っ
て
、
地
域
ご
と
に
映
画
産
業
が
育
っ
て
い
く
道
が
開
か
れ
る

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
各
地
で
大
手
の
映

画
ス
タ
ジ
オ
が
次
々
と
開
設
さ
れ
、
映
画
製
作
者
団
体
の
組
織
化
も

進
み
、
映
画
業
界
も
産
業
と
し
て
の
か
た
ち
を
整
え
て
い
く
。

第
二
次
世
界
大
戦
下
の
混
乱
を
経
て
、
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
が

分
離
独
立
し
た
の
ち
、
映
画
は
再
び
産
業
と
し
て
成
長
を
始
め
る
。

一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
ム
ン
バ
イ
ー
を
主
た
る

拠
点
と
す
る
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
映
画
は
黄
金
時
代
を
迎
え
る
。
ラ
ー

ジ
・
カ
プ
ー
ル
（Raj K

apoor

）
監
督
・
主
演
の
『
放
浪
者
』（
一

九
五
一
）
や
『
詐
欺
師
』（
一
九
五
五
）
は
、
ソ
連
や
中
国
で
も
評

判
を
呼
び
、
東
欧
も
含
め
た
社
会
主
義
諸
国
の
市
場
を
開
拓
す
る
う

え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
の
半
ば
ご
ろ
か
ら

は
、『
マ
ザ
ー
イ
ン
デ
ィ
ア
』（
一
九
五
七
）
や
『
偉
大
な
る
ム
ガ
ル

帝
国
』（
一
九
六
〇
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
当
時
と
し
て
破
格
の

製
作
費
を
か
け
た
大
作
映
画
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
方
で
、
ベ
ン
ガ
ル
出
身
の
サ
タ
ジ
ッ
ト
・
レ
イ＊

４

は
、
一
九
五
五

年
の
初
監
督
作
『
大
地
の
う
た
』
を
は
じ
め
と
す
る
、『
大
河
の
う

た
』（
一
九
五
六
）、『
大
樹
の
う
た
』（
一
九
五
九
）
の
オ
プ
ー
三
部

作
や
、『
チ
ャ
ル
ラ
ー
タ
』（
一
九
六
四
）、『
遠
い
雷
鳴
』（
一
九
七

三
）
な
ど
の
作
品
で
国
際
的
に
高
い
評
価
を
得
て＊

５

、
対
外
的
な
イ
ン

ド
映
画
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
向
上
さ
せ
た
。

一
九
七
〇
年
代
は
じ
め
に
は
、
イ
ン
ド
映
画
の
製
作
本
数
は
四
百

本
を
超
え
、
日
本
を
抜
い
て
世
界
第
一
位
と
な
る＊

６

。
一
九
七
三
年
の

『
鎖
』、
八
年
以
上
に
わ
た
る
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
記
録
し
た
と
い
わ
れ
る

第
Ⅰ
部 

ア
ジ
ア
の
「
映
画
大
国
」
を
襲
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
波

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
イ
ン
ド
映
画
産
業

―
―
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
通
し
て

深
尾
淳
一
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『
炎
』（
一
九
七
五
）
な
ど
に
主
演
し
、
絶
大
な
人
気
を
得
た
ア
ミ

タ
ー
ブ
・
バ
ッ
チ
ャ
ン
（A

m
itabh Bachchan

）
を
中
心
に
、
複
数

の
ス
タ
ー
俳
優
を
起
用
し
た
マ
ル
チ
ス
タ
ー
映
画
が
数
多
く
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
を
一
つ
の
軸
と
し
て
、
映
画
界

は
活
況
を
呈
す
る
。
し
か
し
一
方
で
、
興
行
税
の
上
昇
や
俳
優
の
出

演
料
の
高
騰
な
ど
の
理
由
で
製
作
費
が
著
し
く
増
大
し
た
た
め
、
映

画
づ
く
り
に
安
全
志
向
の
傾
向
が
強
く
な
っ
て
く
る
の
も
こ
の
時
期

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
人
気
ス
タ
ー
を
数
多
く
出
演
さ
せ
、
ヒ
ッ
ト

し
た
題
材
を
繰
り
返
し
用
い
て
無
難
な
映
画
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
安

易
な
姿
勢
が
横
行
し
、
次
第
に
作
品
の
質
に
も
影
響
を
与
え
て
い
く
。

一
九
七
〇
年
代
は
ま
た
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
シ
ネ
マ
の

名
で
知
ら
れ
る
一
連
の
作
品
を
生
み
出
し
た
時
代
で
も
あ
る
。
一
九

七
四
年
の
『
芽
ば
え
』
を
筆
頭
に
、
大
衆
向
け
の
娯
楽
作
品
と
は
一

線
を
画
す
る
芸
術
性
の
高
い
作
品
が
、
政
府
機
関
で
あ
る
映
画
資
金

融
資
公
社
（Film

 Finance Corporation/ FFC

）
や
そ
の
後
継
機

関
で
あ
る
国
立
映
画
振
興
公
社
（N

ational Film
 D

evelopm
ent 

Corporation/ N
FD

C

＊
７

）
の
支
援
を
受
け
る
な
ど
し
て
登
場
し
て
き

た
。
サ
タ
ジ
ッ
ト
・
レ
イ
監
督
の
作
品
で
定
着
し
た
イ
ン
ド
映
画
の

芸
術
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
し
、
海
外
の
映
画
祭
な
ど
で
紹
介
さ
れ

る
に
た
る
イ
ン
ド
映
画
の
供
給
源
と
し
て
一
定
の
地
位
を
確
立
し
た
。

一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
テ
レ
ビ
で
は
、
イ
ン
ド
国
営
放
送

ド
ゥ
ー
ル
ダ
ル
シ
ャ
ン
で
、
古
典
叙
事
詩
を
も
と
に
し
た
連
続
ド
ラ

マ
、『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ン
』（Ram

ayan

、
一
九
八
七
―
八
八
）、『
マ

ハ
ー
バ
ー
ラ
ト
』（M

ahabharat

、
一
九
八
八
―
九
〇
）
が
国
民
的

人
気
を
得
る
な
ど
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始
と
呼
応
す
る
よ
う

に
、
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、

海
賊
版
ビ
デ
オ
の
横
行
が
著
し
く
な
っ
た
こ
と
も
加
わ
り
、
映
画
の

興
行
収
入
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
八
〇
年
代

末
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
表
現
が
過
激
に
走
る
よ
う
に
な
り

観
客
離
れ
を
招
い
た
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
に
代
わ
り
、
こ
の
苦
境
を
乗

り
越
え
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
恋
愛
を
中
心
的
テ
ー
マ
に
す
え
た

家
族
で
楽
し
め
る
作
品
で
あ
る
。『
私
は
愛
を
知
っ
た
』（
一
九
八

九
）
や
『
私
は
あ
な
た
の
何
な
の
！
』（
一
九
九
四
）、『
シ
ャ
ー
・

ル
ク
・
カ
ー
ン
の
Ｄ
Ｄ
Ｌ
Ｊ
ラ
ブ
ゲ
ッ
ト
大
作
戦
』（
一
九
九
五
）

な
ど
、
登
場
人
物
の
大
半
が
善
人
で
、
悪
役
ら
し
い
悪
役
が
登
場
し

な
い
よ
う
な
、
男
女
の
ロ
マ
ン
ス
を
主
軸
に
据
え
た
作
品
が
量
産
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
一
九
九
二
年
の
タ
ミ
ル
語
映
画
『
ロ
ー

ジ
ャ
ー
』
の
イ
ン
ド
全
土
で
の
大
ヒ
ッ
ト
は
、
そ
の
後
、
南
イ
ン
ド

の
映
画
が
北
イ
ン
ド
の
市
場
へ
と
越
境
す
る
よ
う
に
な
る
上
で
の
先

駆
け
と
な
っ
た
。

近
年
の
傾
向
と
し
て
、
衛
星
放
送
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
通

し
て
民
間
テ
レ
ビ
局
が
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
し＊

８

、
番
組
も
充
実
し
て
き

た
こ
と
が
映
画
産
業
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
映
画
の
海
外
進
出
が
急
速
に
進
み
、
そ
れ

に
伴
っ
て
、
映
画
自
体
の
テ
ー
マ
や
趣
向
に
も
新
し
い
方
向
性
が
現

れ
て
き
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
度
の
イ

ン
ド
全
体
の
映
画
製
作
本
数
は
一
〇
五
七
本
と
な
っ
て
お
り＊

９

、
ア
メ

リ
カ
や
日
本
を
大
き
く
引
き
離
し
て
世
界
第
一
位
の
座
を
保
持
し
て

い
る
。２

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
の
概
要

今
回
の
調
査
で
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
二
三
日
〜
一
〇
月
一
日
に

か
け
て
、
ム
ン
バ
イ
ー
と
チ
ェ
ン
ナ
イ
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ

た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
リ
テ
ー
シ
ュ
・
シ
ド
ワ
ー
ニ
ー
（Ritesh Sidhw
ani

）
氏

家
庭
用
品
ブ
ラ
ン
ド
最
大
手
の
マ
ー
レ
ッ
ク
ス
社
創
業
者
を
父
に

持
つ
彼
は
、
幼
い
頃
か
ら
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
映
画
フ
ァ
ン
で
、
二
八
歳

の
と
き
に
友
人
の
フ
ァ
ル
ハ
ー
ン
・
ア
ク
タ
ル
（Farhan A

khtar ＊
１0

）

と
と
も
に
エ
ク
セ
ル
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
社
（Excel 

Entertainm
ent

）
を
設
立
し
た
。
第
一
作
の
『
心
が
欲
し
て
る
』

は
、
同
年
の
イ
ン
ド
国
家
映
画
賞
最
優
秀
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
映
画
賞
を

は
じ
め
、
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ア
賞
七
部
門
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
し

た
。
二
〇
〇
六
年
の
『
Ｄ
Ｏ
Ｎ
ド
ン
―
―
過
去
を
消
さ
れ
た
男

―
―
』
は
、
一
九
七
八
年
の
ア
ミ
タ
ー
ブ
・
バ
ッ
チ
ャ
ン
の
同
名
主

演
作
の
リ
メ
イ
ク
で
あ
り
、
日
本
で
も
劇
場
公
開
さ
れ
て
い
る
。
二

〇
〇
八
年
の
『
ロ
ッ
ク
・
オ
ン
‼
』
も
、
国
家
映
画
賞
最
優
秀
ヒ
ン

デ
ィ
ー
語
映
画
賞
を
は
じ
め
、
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ア
賞
七
部
門
な
ど
、

計
一
一
の
賞
を
獲
得
す
る
と
い
う
高
い
評
価
を
得
た
。
二
〇
〇
九
年

の
『
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
め
』
も
第
二
二
回
東
京
国
際
映
画
祭
で
上
映

さ
れ
る
な
ど
、
現
代
の
若
者
た
ち
を
主
題
に
据
え
た
作
品
で
新
境
地

を
切
り
開
い
て
い
る
一
九
七
一
年
生
ま
れ
の
新
進
気
鋭
の
若
手
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
。

（
２
）
ペ
ヘ
ラ
ー
ジ
ュ
・
ニ
ハ
ラ
ー
ニ
ー
（Pahlaj N

ihalani

）
氏

繊
維
業
を
営
む
家
庭
に
生
ま
れ
る
が
、
少
年
時
代
か
ら
映
画
に
強

い
関
心
を
抱
き
、
二
四
歳
の
と
き
に
映
画
会
社
を
設
立
し
配
給
に
乗

り
出
す
。
一
九
七
九
年
か
ら
は
映
画
製
作
に
も
進
出
し
、
一
九
八
六

年
の
『
告
発
』
で
俳
優
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ダ
ー
（Govinda

）
を
一
躍
人

気
ス
タ
ー
の
座
に
押
し
上
げ
、
そ
の
後
も
、
彼
を
主
演
に
一
九
九
二

年
の
『
炎
と
露
』、
一
九
九
三
年
の
『
目
』
な
ど
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト

作
を
手
が
け
た
。
一
六
年
間
に
わ
た
り
映
画
・
Ｔ
Ｖ
番
組
製
作
者
協

会
（A

ssociation of M
otion Pictures &

 T
.V

. Program
m

e 
Producers

）
の
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
ム
ン
バ
イ
ー
映
画
界
の
重

鎮
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
存
在
で
あ
る
。

（
３
）
ラ
ヴ
ィ
・
グ
プ
タ
（Ravi Gupta

）
氏

イ
ン
ド
工
科
大
学
ム
ン
バ
イ
ー
校
修
士
課
程
お
よ
び
ジ
ャ
ム
ナ
ー

ラ
ー
ル
・
バ
ジ
ャ
ー
ジ
ュ
経
営
学
大
学
院
Ｍ
Ｂ
Ａ
課
程
を
修
了
し
た

彼
は
、
国
立
映
画
振
興
公
社
取
締
役
、
プ
ネ
ー
の
国
立
映
画
テ
レ
ビ

学
院
運
営
評
議
員
、
コ
ル
カ
タ
の
サ
タ
ジ
ッ
ト
・
レ
イ
映
画
テ
レ
ビ

学
院
の
創
設
メ
ン
バ
ー
な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
は
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

映
画
界
最
大
手
の
映
画
会
社
ム
ク
タ
・
ア
ー
ツ
社
（M

ukta 
A

rts

）
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
ホ
イ
ッ
ス
リ
ン
グ
・
ウ
ッ
ズ
国
際
映
画
学
院
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（W
histling W

oods International ＊
１１）

取
締
役
を
務
め
る
。
ま
た
、

国
際
映
画
製
作
者
連
盟
（FIA

PF

）
や
、
国
際
エ
ミ
ー
賞
で
知
ら
れ

る
国
際
テ
レ
ビ
芸
術
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
の
イ
ン
ド
代
表
委
員
も

務
め
て
い
る
。

（
４
）
Ｇ
．
ラ
ー
ム
ク
マ
ー
ル
（G. Ram

kum
ar

）
氏

タ
ミ
ル
語
映
画
の
名
優
シ
ヴ
ァ
ー
ジ
・
ガ
ネ
ー
シ
ャ
ン
（Sivaji 

Ganesan

）
の
長
男
と
し
て
一
九
五
五
年
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
現
在
、

俳
優
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
弟
の
プ
ラ
ブ
（Prabhu

）
と
と
も

に
、
シ
ヴ
ァ
ー
ジ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ズ
（Sivaji Productions

）

社
の
共
同
経
営
者
と
な
っ
て
い
る
。
シ
ヴ
ァ
ー
ジ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
ズ
社
は
、
一
九
五
六
年
に
シ
ヴ
ァ
ー
ジ
・
ガ
ネ
ー
シ
ャ
ン
と
そ
の

弟
の
Ｖ
．
Ｃ
．
シ
ャ
ン
ム
ハ
ム
（V

. C.  Shanm
ugam

）
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
。
当
初
は
シ
ヴ
ァ
ー
ジ
主
演
の
作
品
の
配
給
を
主
な
目
的

と
し
た
が
、
一
九
五
八
年
か
ら
は
製
作
に
も
乗
り
出
し
て
い
る
。

ラ
ー
ム
ク
マ
ー
ル
氏
自
身
は
、
大
学
商
学
部
を
卒
業
し
た
後
、
ア
メ

リ
カ
に
留
学
し
定
住
し
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
叔
父
で
あ
る
シ
ャ

ン
ム
ハ
ム
氏
に
家
業
へ
の
手
助
け
を
請
わ
れ
、
一
九
七
六
年
に
会
社

に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
八
六
年
の
シ
ャ
ン
ム
ハ
ム
氏
の
死
後

は
彼
が
会
社
を
引
き
継
い
で
い
る
。
二
〇
〇
五
年
に
製
作
し
た
ラ
ジ

ニ
カ
ー
ン
ト
（Rajinikanth

）
主
演
作
『
チ
ャ
ン
ド
ラ
ム
キ　

踊

る
！
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
ゴ
ー
ス
ト
バ
ス
タ
ー
』
は
、
八
〇
〇
日
以
上

と
い
う
南
イ
ン
ド
映
画
史
上
最
大
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
記
録
し
た
作
品

で
あ
り
、
日
本
で
も
劇
場
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
ナ
ー
ダ
ン
（V

ishw
anathan

）
氏

チ
ェ
ン
ナ
イ
に
あ
る
映
画
会
社
、
Ａ
Ｖ
Ｍ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ズ

（A
V

M
 Productions

）
社
の
幹
部
で
あ
る
。
Ａ
Ｖ
Ｍ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
ズ
社
は
、
一
九
四
六
年
に
創
設
さ
れ
た
現
存
す
る
イ
ン
ド
最
古
参

の
映
画
会
社
で
あ
る
。
創
業
者
の
Ａ
．
Ｖ
．
メ
イ
ヤ
ッ
パ
ン
（A

. V
. 

M
eiyappan

）
は
、
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
州
中
部
の
都
市
カ
ー
ラ
イ
ク

デ
ィ
（K

araikudi

）
の
商
業
カ
ー
ス
ト
、
チ
ェ
ッ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
の

出
身
で
あ
り
、
彼
の
父
親
は
そ
こ
で
小
売
業
を
営
ん
で
い
た
。
音
楽

レ
コ
ー
ド
製
作
を
進
め
る
た
め
チ
ェ
ン
ナ
イ
へ
と
進
出
し
、
エ
ン
タ

テ
イ
メ
ン
ト
産
業
の
可
能
性
を
感
じ
た
彼
は
、
一
九
三
五
年
か
ら
映

画
の
製
作
へ
と
乗
り
出
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
九
四
五
年
に
は

チ
ェ
ン
ナ
イ
に
Ａ
Ｖ
Ｍ
ス
タ
ジ
オ
を
設
立
し
、
以
後
製
作
し
た
映
画

は
タ
ミ
ル
語
の
作
品
を
中
心
に
一
七
〇
本
近
く
に
お
よ
ぶ
。
一
九
七

九
年
の
メ
イ
ヤ
ッ
パ
ン
の
死
後
、
彼
の
息
子
の
Ｍ
．
サ
ラ
ヴ
ァ
ナ
ン

（M
. Saravanan

）
や
孫
の
Ｍ
．
Ｓ
．
グ
ハ
ン
（M

. S. Guhan

）
ら

が
経
営
を
担
っ
て
い
る
。

ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
ナ
ー
ダ
ン
氏
自
身
は
、
一
九
五
三
年
に
カ
ー
ラ
イ
ク

デ
ィ
に
生
ま
れ
た
。
Ａ
．
Ｖ
．
メ
イ
ヤ
ッ
パ
ン
と
同
郷
で
あ
っ
た
父

親
が
一
九
五
〇
年
か
ら
同
社
で
働
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
父
親
の
死

後
、
Ａ
Ｖ
Ｍ
設
立
の
学
校
で
学
び
、
大
学
理
学
部
を
卒
業
後
、
父
と

同
じ
Ａ
Ｖ
Ｍ
に
働
き
始
め
る
。
最
初
は
非
営
利
上
映
を
扱
う
部
門
で

勤
務
し
て
い
た
が
、
一
九
八
五
年
か
ら
は
映
画
音
楽
販
売
部
門
に
な

が
ら
く
勤
め
て
い
た
。
現
在
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作
関
連
の
部
署
に

所
属
す
る
。
彼
の
息
子
も
五
年
間
Ａ
Ｖ
Ｍ
の
電
話
事
業
部
門
に
勤
務

し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

（
６
）
Ｓ
．
Ｐ
．
ム
ッ
ト
ゥ
ラ
ー
マ
ン
（S. P. M

uthuram
an

）
氏

一
九
三
五
年
カ
ー
ラ
イ
ク
デ
ィ
に
生
ま
れ
る
。
高
校
を
終
え
て
映

画
界
を
志
す
が
、
世
間
を
知
る
こ
と
が
先
決
だ
と
、
父
親
の
口
利
き

で
有
名
な
詩
人
カ
ン
ナ
ダ
ー
サ
ン
（K

annadasan ＊
１２

）
に
師
事
す
る
。

そ
の
後
、
父
親
の
紹
介
で
Ａ
．
Ｖ
．
メ
イ
ヤ
ッ
パ
ン
に
会
い
、
Ａ
Ｖ

Ｍ
社
の
編
集
部
で
修
業
を
積
む
こ
と
と
な
る
。
助
監
督
の
経
験
を
経

て
、
一
九
七
三
年
に
監
督
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
約

七
五
本
に
及
ぶ
タ
ミ
ル
語
映
画
、
テ
ル
グ
語
映
画
の
監
督
を
務
め

る
。
特
に
、
タ
ミ
ル
語
映
画
の
大
人
気
ス
タ
ー
、
ラ
ジ
ニ
カ
ー
ン
ト

の
主
演
作
品
の
監
督
を
二
五
本
と
最
も
多
く
務
め
て
い
る
。

（
７
）
Ｌ
．
ス
レ
ー
シ
ュ
（L. Suresh

）
氏

一
九
四
六
年
、
チ
ェ
ン
ナ
イ
に
生
ま
れ
る
。
父
親
が
映
画
館
経
営

を
始
め
た
の
も
そ
の
年
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
年
後
に
は
配
給
業
へ
と

乗
り
出
し
、
今
や
現
存
す
る
配
給
業
者
と
し
て
は
イ
ン
ド
で
も
最
古

参
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
で
商
学
を
学
び
公
認
会
計
士
と
な

る
が
、
一
九
六
八
年
、
二
一
歳
の
と
き
に
一
人
息
子
と
し
て
仕
事
に

加
わ
る
。
近
年
は
、
二
〇
〇
七
年
の
『
ビ
ッ
ラ
ー
』
な
ど
、
製
作
も

手
掛
け
て
い
る
。
イ
ン
ド
映
画
連
盟
（Film

 Federation of 
India

）
副
会
長
、
南
イ
ン
ド
映
画
商
業
会
議
所
（South Indian Film

 
Cham

ber of Com
m

erce

）
名
誉
幹
事
、
南
イ
ン
ド
映
画
輸
出
業

者
協
会
（South Indian Film

 Exporters

� Association

）
会
長
、

イ
ン
ド
中
央
映
画
認
証
委
員
会
委
員
な
ど
も
務
め
て
い
る
。

Ⅱ
イ
ン
ド
映
画
産
業
の
変
貌

―
―
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
か
ら

前
述
の
よ
う
な
イ
ン
ド
の
映
画
関
係
者
に
対
し
て
行
っ
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
内
容
を
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
年
の
イ
ン
ド
映
画

産
業
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
年
の
イ
ン
ド
映
画
産
業
の
変
化
を
特
徴
づ
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一

つ
が
、「
企
業
化
」（corporatization

）
で
あ
る
。
企
業
化
を
め
ぐ

る
い
く
つ
か
の
変
化
の
様
相
に
つ
い
て
こ
こ
で
考
察
し
て
み
た
い
。

１
映
画
の
産
業
と
し
て
の
認
定

今
回
の
調
査
で
最
も
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
、
政
府
が
映
画
を
産

業
と
し
て
認
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
肯
定
的
に
評
価
す
る
声
が
多

く
の
映
画
関
係
者
か
ら
聞
か
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
で
映
画

が
産
業
で
あ
る
と
公
的
に
宣
言
さ
れ
た
の
は
一
九
九
八
年
の
こ
と
で

あ
る
。
映
画
・
Ｔ
Ｖ
番
組
製
作
者
協
会
会
長
で
あ
っ
た
Ｐ
．
ニ
ハ

ラ
ー
ニ
ー
氏
は
、
当
時
の
動
き
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「
Ｎ
Ｄ
Ａ
（
国
民
民
主
連
合＊

１３
）
の
政
権
時
代
に
は
、
私
は
政
府

と
関
係
が
良
好
だ
っ
た
の
で
、（
映
画
と
い
う
）
そ
う
い
う
産
業
が
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あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
動
い
た
」。
一
九

九
八
年
五
月
一
〇
日
、
イ
ン
ド
商
工
会
議
所
連
合
会
（Federation 

of Indian Cham
bers of Com

m
erce and Industry

）
と
イ
ン
ド

映
画
連
盟
の
主
催
に
よ
り
ム
ン
バ
イ
ー
で
行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
「
イ

ン
ド
映
画
が
直
面
す
る
諸
問
題
」（
�Challenges Before Indian 

Cinem
a

�）
の
中
で
、
当
時
、
イ
ン
ド
中
央
政
府
の
情
報
放
送
大
臣

で
あ
っ
た
ス
シ
ュ
マ
ー
・
ス
ワ
ラ
ー
ジ
（Sushm

a Sw
araj

）
に

よ
っ
て
、
映
画
製
作
に
「
産
業
」
と
し
て
の
地
位
を
与
え
る
こ
と
を

政
府
が
決
定
し
た
と
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
（Indian Express 

1998a ; T
he T

im
es of India 1998

）。
こ
の
発
表
は
、
会
議
の
出

席
者
か
ら
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
迎
え
ら
れ
た

と
い
う
。
映
画
が
「
産
業
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
単
に
名

目
上
の
地
位
の
向
上
が
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
の
話
で
は
な
い
。

映
画
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
は
必
ず
し
も
成
功
を
保
証
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ

ス
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
映
画
を
製
作
し
、
そ
こ
か
ら
資

金
を
回
収
で
き
る
確
率
は
、
一
五
〜
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い

と
い
わ
れ
る（A

iyar &
 Chopra 1998 ; Srivastava 2001 ; Chaudhary 

2011 ＊
１４

）。
イ
ン
ド
に
お
け
る
映
画
製
作
は
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
の
高

い
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
た
め
、
映
画
製
作
に
必
要
な
資
金
を
銀
行
や
そ

の
他
の
公
的
な
金
融
機
関
か
ら
得
る
の
は
か
な
り
困
難
な
こ
と
で

あ
っ
た
。
お
の
ず
と
、
そ
こ
で
は
自
己
資
金
や
個
人
金
融
業
者
か
ら

の
高
利
で
の
借
入
れ
、
私
的
な
約
束
手
形
な
ど
の
非
公
式
な
か
た
ち

で
の
資
金
調
達
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、

マ
フ
ィ
ア
の
よ
う
な
裏
社
会
か
ら
流
れ
込
む
資
金
も
含
ま
れ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
正
規
の
市
場
経
済
に
直
接
持
ち
出
す
こ
と
の
で
き
な

い
、
違
法
行
為
な
ど
で
稼
い
だ
お
金
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー

が
映
画
へ
の
出
資
を
通
し
て
資
金
洗
浄
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
か

つ
て
か
ら
な
さ
れ
て
き
た＊

１５
。
一
説
に
は
、
全
体
の
約
五
パ
ー
セ
ン
ト

の
映
画
が
こ
の
よ
う
な
裏
社
会
か
ら
の
資
金
で
製
作
さ
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
（A

iyar &
 Chopra 1998 ; Indian Express 

1998b

）。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
ご
ろ
の
話
と
し
て
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

映
画
に
投
資
さ
れ
た
資
金
の
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
マ
フ
ィ
ア
か
ら

の
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
で
あ
る
と
の
記
述
も
見
ら
れ
る
（
山
下
・
岡
光 

二
〇
一
〇
：
二
〇
八
）。

し
か
し
、
産
業
と
し
て
の
映
画
の
認
定
は
、
資
金
調
達
を
め
ぐ
る

こ
う
し
た
状
況
に
変
化
を
及
ぼ
す
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
イ

ン
ド
映
画
連
盟
の
副
会
長
で
あ
る
Ｌ
．
ス
レ
ー
シ
ュ
氏
は
、
そ
の
点

に
つ
い
て
こ
う
語
っ
て
い
る
。「
か
つ
て
は
銀
行
が
映
画
を
支
援
し

て
く
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
は
、
個
人
の
金
貸
し
の
と
こ
ろ
に
行
く
し
か
な
か
っ
た
。

（
中
略
）
私
は
、
国
内
七
〇
団
体
か
ら
成
る
イ
ン
ド
映
画
連
盟
の
副

会
長
の
中
で
も
年
長
で
あ
っ
た
の
で
、（
中
略
）
こ
の
団
体
を
通
し

て
、
映
画
産
業
は
産
業
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
、
銀
行
の
貸
し

付
け
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
イ
ン
ド
政
府
の
注
意
を
促
し
た
。
そ
れ

で
、
四
年
前
に
イ
ン
ド
政
府
は
そ
れ
を
認
め
、
イ
ン
ド
映
画
連
盟
か

ら
四
、
五
名
が
選
出
さ
れ
、
映
画
融
資
に
関
す
る
調
整
委
員
会
の
委

員
に
任
命
さ
れ
た
。（
中
略
）
こ
れ
ま
で
銀
行
か
ら
融
資
さ
れ
た
額

は
す
べ
て
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
回
収
を
果
た
し
て
お
り
、
利
益
を

生
ん
で
い
る
こ
と
を
我
々
映
画
人
た
ち
は
と
て
も
喜
ん
で
お
り
、
ま

た
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
傾
向
が
さ
ら
に
続
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」。

映
画
を
産
業
と
し
て
認
定
す
る
と
い
う
政
府
の
決
定
に
従
う
か
た

ち
で
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
は
、
イ
ン
ド
産
業
開
発
銀
行
法

（Industrial D
evelopm

ent Bank of India A
ct, 1964

）
に
お
い

て
、
融
資
の
対
象
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
「
事
業
会
社
」

（industrial concern

）
の
ひ
と
つ
と
し
て
娯
楽
産
業
を
含
め
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
、
映
画
製
作
へ
の
融
資
が
公
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
（Business Line 2000 ＊

１６
）。
正
規
の
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て

行
わ
れ
た
映
画
部
門
へ
の
投
資
額
は
、
二
〇
〇
一
年
に
は
四
億
三
〇

〇
〇
万
ル
ピ
ー
、
二
〇
〇
二
年
に
は
一
一
の
作
品
に
対
し
て
五
億
五

六
〇
〇
万
ル
ピ
ー
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
〇
三
年
に
は
三
三

の
映
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
一
七
億
六
一
〇
〇
万
ル
ピ
ー
近
い

金
額
と
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（K

hetrapal 2004

）。

こ
の
よ
う
に
、
正
規
の
手
段
で
の
資
金
調
達
が
容
易
に
な
っ
た
こ

と
で
、
今
や
映
画
製
作
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
体
が
参
入
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
映
画
界
の
活
況
を
支
え

た
ス
タ
ジ
オ
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
以
後
、
独
立
系
の
映
画
事
業
者
が
主

で
あ
っ
た
イ
ン
ド
映
画
産
業
は
今
、「
企
業
化
」
と
呼
ば
れ
る
新
た

な
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
知
識
・
技
術
の
伝
達
体
系
の
変
化

イ
ン
ド
映
画
産
業
に
お
け
る
企
業
化
の
進
展
は
、
映
画
産
業
界
へ

の
参
入
の
道
筋
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

古
株
の
映
画
会
社
な
ど
で
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、
映
画

産
業
が
、
二
〇
世
紀
の
前
半
に
出
現
し
た
比
較
的
新
し
い
産
業
形
態

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
同
族
的
、
あ
る
い
は
家
族
的

と
呼
べ
る
よ
う
な
経
営
体
制
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

Ａ
Ｖ
Ｍ
社
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
ナ
ー
ダ
ン
は
、
同
社
の
創
業
者
Ａ
．

Ｖ
．
メ
イ
ヤ
ッ
パ
ン
と
同
郷
の
カ
ー
ラ
イ
ク
デ
ィ
の
出
身
で
あ
っ
た

父
親
が
こ
の
会
社
で
仕
事
に
就
き
、
彼
自
身
も
そ
の
伝
手
で
Ａ
Ｖ
Ｍ

社
に
入
社
す
る
こ
と
と
な
る
。
彼
は
、「
メ
イ
ヤ
ッ
パ
ン
氏
が
カ
ー

ラ
イ
ク
デ
ィ
の
出
身
だ
っ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
彼
の
会
社
に
集
め
ら
れ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
社
で
映
画
監
督
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
Ｓ
．
Ｐ
．
ム
ッ

ト
ゥ
ラ
ー
マ
ン
氏
も
、
自
分
に
と
っ
て
Ａ
Ｖ
Ｍ
（
メ
イ
ヤ
ッ
パ
ン

氏
）
こ
そ
が
映
画
の
大
学
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

「
最
初
は
（
Ａ
Ｖ
Ｍ
社
の
）
編
集
部
で
修
業
し
て
い
た
。（
中
略
）
彼

は
よ
く
質
問
を
し
た
し
、
そ
の
シ
ー
ン
に
重
要
な
セ
リ
フ
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
撮
影
し
ろ
と
言
わ
れ
る
。
大
事
な
シ
ー
ン
な

ら
い
く
ら
か
か
っ
て
も
よ
い
か
ら
、
再
撮
影
し
ろ
と
言
わ
れ
る
。
こ

う
い
う
ふ
う
に
や
り
続
け
て
、
私
た
ち
は
習
っ
た
。
そ
の
頃
は
映
画
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学
校
な
ど
な
か
っ
た
。
Ａ
Ｖ
Ｍ
が
大
学
だ
っ
た
」。（
写
真
１
）

シ
ヴ
ァ
ー
ジ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ズ
社
の
Ｇ
．
ラ
ー
ム
ク
マ
ー
ル

氏
も
、
心
な
ら
ず
も
、
父
と
と
も
に
会
社
を
始
め
た
叔
父
に
請
わ
れ

て
家
業
を
継
ぐ
よ
う
な
か
た
ち
で
こ
の
世
界
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
息
子
世
代
に
仕
事
を
引
き
継

ぎ
た
い
と
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。「
二
、
三
年
の
う
ち
に
は
、
息

子
や
従
兄
た
ち
に
少
し
ず
つ
会
社
の
代
表
権
を
ゆ
だ
ね
て
い
き
、
業

務
を
分
割
し
て
、
お
前
は
こ
こ
を
見
ろ
、
お
前
は
こ
こ
を
見
ろ
と
い

う
ふ
う
に
し
て
、
少
し
荷
を
軽
く
し
た
い
。
少
し
ず
つ
若
い
人
を
入

れ
れ
ば
仕
事
は
楽
に
な
る
と
思
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
製
作
な

ど
の
仕
事
に
集
中
で
き
る
か
ら
」。（
写
真
２
）

ム
ン
バ
イ
ー
の
Ｐ
．
ニ
ハ
ラ
ー
ニ
ー
氏
も
、
長
男
に
映
画
の
製
作

を
任
せ
た
り
、
二
男
も
映
画
の
監
督
を
目
指
し
て
い
た
り
、
三
男
は

『
ス
ラ
ム
ド
ッ
グ
＄
ミ
リ
オ
ネ
ア
』
の
製
作
進
行
を
担
当
し
、
現
在

で
は
テ
レ
ビ
番
組
制
作
で
か
な
り
実
績
を
積
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
、
息
子
た
ち
の
こ
の
業
界
で
の
活
躍
を
望
ん
で
い
る
彼
の
姿
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。

や
は
り
、
こ
こ
に
も
で
き
る
限
り
世
襲
を
望
む
姿
勢
が
如
実
に
表

れ
て
い
る
。
特
に
、
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
い
う
職
業
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
専
門
の
教
育
機
関
が
不
在
で
あ
り
、
現
場
で
経
験
を

積
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
養
成
を
も
視
野
に
入
れ
た
映

画
教
育
機
関
が
姿
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
り
、
そ
う
し
た
状
況
に
も

変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
背
景
を
、
ホ
ィ
ッ
ス

リ
ン
グ
・
ウ
ッ
ズ
国
際
学
院
の
ラ
ヴ
ィ
・
グ
プ
タ
氏
は
こ
う
語
っ
て

い
る
。「
こ
の
一
〇
年
、
こ
の
部
門
の
成
長
が
企
業
化
や
シ
ネ
コ
ン

の
進
出
と
と
も
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
テ
レ
ビ
部
門
も

ブ
ー
ム
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
一
定
の
様
式
の
ス
キ
ル
が

必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
産
業
に
従
事
す
る
人
々

は
た
い
て
い
現
場
教
育
で
訓
練
を
受
け
て
き
た
し
、
既
存
の
教
育
機

関
で
は
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
ス
キ
ル
を
得
ら
れ
る
だ
け
の
十
分

な
幅
の
ス
コ
ー
プ
を
持
っ
て
い
な
い
」。
ホ
ィ
ッ
ス
リ
ン
グ
・
ウ
ッ

ズ
国
際
学
院
で
は
、
特
に
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
関
す
る
コ
ー
ス
に

お
い
て
、
映
画
論
や
映
画
制
作
技
術
の
よ
う
な
従
来
の
映
画
系
高
等

教
育
機
関
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
心
で
あ
っ
た
科
目
だ
け
で
な
く
、

企
画
開
発
、
組
織
経
営
、
財
務
・
会
計
、
法
律
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス

系
実
務
に
関
わ
る
教
育
も
視
野
に
含
め
ら
れ
て
い
た
。
同
様
に
、
二

〇
〇
九
年
に
は
チ
ェ
ン
ナ
イ
の
Ｓ
Ｒ
Ｍ
大
学
の
傘
下
と
し
て
Ｓ
Ｒ
Ｍ

シ
ヴ
ァ
ー
ジ
・
ガ
ネ
ー
シ
ャ
ン
映
画
学
院
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
イ

ン
ド
で
は
じ
め
て
、
映
画
に
特
化
し
た
学
位
、
映
画
技
術
学
士
（
理

学

士
）（Bachelor of Film

 T
echnology

（B. Sc.

）/ B. Sc. in 
Film

 T
echnology

）
を
授
与
す
る
こ
の
学
院
に
創
設
当
時
か
ら
関

わ
っ
て
き
た
Ｇ
．
ラ
ー
ム
ク
マ
ー
ル
は
、「
私
は
、
会
計
な
ど
の
科

目
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
含
め
る
べ
き
だ
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
」
と

語
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
で
近
年
設
立
さ
れ
て
い
る
映
画
系
の
高
等

教
育
機
関
の
多
く
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
映
画
制
作
に
か
か
わ
る

直
接
的
技
能
や
知
識
の
伝
授
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
的
側

面
ま
で
を
網
羅
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
映
画
産

業
の
企
業
化
の
進
展
と
と
も
に
、
従
来
の
伝
統
的
な
人
材
育
成
方
法

で
は
不
十
分
な
面
が
表
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た

め
に
よ
り
体
系
化
さ
れ
た
教
育
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
近
年
、
映
画
に
関
す
る
教
育
機
関
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
の
大
き
な
理
由
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る＊

１７
。

３
イ
ン
ド
映
画
の
主
題
に
お
け
る

新
た
な
傾
向
の
出
現
―
―
若
者
の
「
発
見
」

映
画
産
業
の
発
展
の
一
方
で
、
メ
デ
ィ
ア
産
業
全
体
に
も
近
年
大

き
な
進
歩
が
み
ら
れ
る
。
か
つ
て
は
、
映
画
の
放
映
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
映
画
の
劇
中
歌
を
集
め
た
番
組
や
映
画
ラ
ン
キ
ン
グ
番
組
な

ど
、
映
画
に
関
連
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
テ
レ

ビ
で
あ
っ
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
娯
楽
コ
ン
テ
ン
ツ

が
充
実
し
て
き
た
。
ム
ン
バ
イ
ー
の
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
Ｒ
．

シ
ド
ワ
ー
ニ
ー
は
、
最
近
の
テ
レ
ビ
番
組
の
多
く
が
女
性
向
き
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。「
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
イ
ン
ド
の
テ
レ

ビ
シ
ョ
ー
は
、
主
に
女
性
―
―
特
に
四
〇
歳
以
上
の
女
性
―
―
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
。
欧
米
に
は
『
プ
リ
ズ
ン
・
ブ
レ
イ
ク
』

や
『
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
フ
ォ
ー
』、『
ゴ
シ
ッ
プ
ガ
ー
ル
』
の
よ
う
に
多

く
の
番
組
が
あ
る
が
、（
イ
ン
ド
で
は
）
メ
ジ
ャ
ー
な
シ
ョ
ー
で
若

者
向
け
の
も
の
は
な
い
」。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け

て
ス
タ
ー
プ
ラ
ス
で
放
映
さ
れ
た
『
な
ぜ
な
ら
義
母
も
か
つ
て
は
嫁

写真１　S. P. ムットゥラーマン氏。
映画監督。背部の写真はAVMプロダク
ションズ社創業者A. V. メイヤッパン

（筆者撮影）

写真２　G. ラームクマール氏。シヴァー
ジ・プロダクションズ社経営者。前方
に写っているのは、彼の父親でタミル
映画界を代表する名優シヴァージ・ガ
ネーシャン（筆者撮影）
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か
け
と
し
て
、
正
規
の
手
段
で
の
資
金
調
達
が
容
易
に
な
り
、
映
画

産
業
の
企
業
化
が
進
む
こ
と
と
な
っ
た
。

（
２
）
映
画
産
業
の
企
業
化
と
と
も
に
人
材
の
育
成
方
法
に
も
変

化
が
見
ら
れ
、
映
画
制
作
技
能
や
映
画
関
連
知
識
、
ビ
ジ
ネ
ス
的
ス

キ
ル
な
ど
の
教
育
を
体
系
的
に
行
う
映
画
系
の
教
育
機
関
が
近
年
増

加
し
て
い
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
３
）
テ
レ
ビ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
は
、
テ
レ
ビ
に
女
性
層
を
取

り
込
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て
映
画
の
主
題
に
も
若
者
向
き
の
も
の
が
増

加
す
る
と
い
う
変
化
が
見
ら
れ
る
。

イ
ン
ド
映
画
産
業
の
「
企
業
化
」
は
、
あ
る
意
味
で
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
一
つ
の
帰
結
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ン
ド
映
画
産

業
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
内
的
要
因
と
も
外
的
要
因
と
も
関

わ
っ
て
い
る
。
経
済
発
展
に
伴
っ
て
産
業
と
し
て
成
長
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
ロ
ー
カ
ル
な
場
だ
け
で
な
く
、
よ
り
開
か
れ

た
体
制
、
よ
り
開
か
れ
た
市
場
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
、
そ
の
要
因
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
経
済
自
由
化
と
と
も

に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
中
心
と
し
た
海
外
か
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
流
入
が

著
し
く
な
り
、
そ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
の
競
争
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
映
画
産
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
お
い

て
、
単
一
の
均
一
化
さ
れ
た
モ
デ
ル
へ
の
収
束
と
い
う
方
向
性
で
表

れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
す
で
に
述
べ
て
き
た

よ
う
に
、
人
材
育
成
の
パ
タ
ン
は
、
か
つ
て
は
個
人
間
の
つ
な
が
り

に
依
拠
し
た
現
場
で
の
訓
練
の
よ
う
な
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
の
育
成
方

法
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
教
育
機
関
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
均
質

的
な
モ
デ
ル
が
重
要
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、

そ
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
制
作
資
金
の
面
で

は
、
企
業
化
に
と
も
な
い
正
規
の
ル
ー
ト
を
用
い
た
資
金
調
達
手
段

へ
と
一
本
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
点
も
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
。
製

作
体
制
や
配
給
・
興
行
の
形
態
に
お
い
て
も
そ
の
様
相
は
見
受
け
ら

れ
る
。
Ｐ
．
ニ
ハ
ラ
ー
ニ
ー
氏
は
、
映
画
の
興
行
に
関
し
て
、
か
つ

て
は
配
給
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
綿
密
な
上

映
計
画
を
立
て
て
い
た
が
、
今
で
は
シ
ネ
コ
ン
の
広
が
り
に
伴
っ

て
、
公
開
前
後
の
わ
ず
か
の
期
間
に
大
量
に
資
本
を
投
下
し
て
ヒ
ッ

ト
を
狙
う
ハ
リ
ウ
ッ
ド
式
の
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
型
の
興
行
シ
ス
テ

ム
が
、
ほ
と
ん
ど
の
映
画
に
画
一
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
の
映
画
産
業
に
お
い
て
は
、
製
作
・
配

給
・
興
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
外
形
的
な
面
で
は
あ
る
種
の
画
一

化
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と
も
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
一
方
で
、
個
々
の
映
画
作
品
の
細
部
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド

的
な
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
独
自
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
が
や
は
り
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
文
化
産
業
の
性
格
に
つ
い
て

考
察
し
た
ラ
ッ
シ
ュ
と
ル
ー
リ
ー
は
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
化

産
業
は
、
画
一
的
な
製
品
の
大
量
生
産
を
目
的
と
す
る
近
代
的
な
工

業
主
義
生
産
の
体
制
と
は
異
な
り
、
物
質
的
な
商
品
以
上
に
ブ
ラ
ン

だ
っ
た
か
ら
』（K

yunki Saas Bhi K
abhi Bahu T

hi

）
は
、
裕
福

な
家
庭
に
嫁
い
だ
女
性
の
苦
難
を
描
い
た
作
品
で
、
主
に
女
性
に
絶

大
な
人
気
を
得
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
嚆
矢
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

特
に
、
テ
レ
ビ
の
連
続
ド
ラ
マ
が
女
性
層
の
人
気
を
集
め
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
、
映
画
に
も
主
題
や
内
容
の
変
化
と
い
う
影
響
を

与
え
て
い
る
。
映
画
監
督
Ｓ
．
Ｐ
．
ム
ッ
ト
ゥ
ラ
ー
マ
ン
は
、「
今

の
ト
レ
ン
ド
は
何
か
と
言
え
ば
、
女
性
が
テ
レ
ビ
を
見
始
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
以
前
映
画
を
見
て
い
た
分
、
テ
レ
ビ
を
見
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
今
誰
が
映
画
に
行
く
の
か
と
見
て
み
れ
ば
、
若
者
た

ち
だ
。
若
者
た
ち
が
た
く
さ
ん
映
画
を
見
る
の
で
、
若
者
た
ち
が
好

む
よ
う
に
踊
り
や
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ン
が
た
く
さ
ん
入
る
よ
う
な
ト

レ
ン
ド
が
や
っ
て
来
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
若
者
が
好
む
表
現
が
映
画
の
中
に
増
え
る
よ
う
に

な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
映
画
の
主
題
自
体
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
の
作
品
『
心
が
欲
し
て
る
』
は
、
ム
ン

バ
イ
ー
の
中
流
家
庭
の
若
者
た
ち
の
人
生
や
恋
愛
を
め
ぐ
る
悩
み
と

自
己
発
見
を
描
い
て
高
い
評
価
を
受
け
た
。
イ
ン
ド
で
は
、
映
画
に

限
ら
ず
、
青
年
層
を
主
な
対
象
と
し
て
明
確
に
意
識
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
は
、
か
つ
て
は
あ
ま
り
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
経
済
発
展
と
中
間
層
の
成
長
に
よ
っ
て
青
年
層

が
ひ
と
つ
の
独
立
し
た
実
体
と
し
て
認
識
さ
れ
、
経
済
活
動
の
重
要

な
一
部
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
い
わ

ば
、
こ
の
若
者
の
「
発
見
」
と
い
う
新
た
な
局
面
の
映
画
に
お
け
る

端
緒
が
『
心
が
欲
し
て
る
』
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
心
が
欲
し
て
る
』
を
製
作
し
た
Ｒ
．
シ
ド
ワ
ー
ニ
ー
の
エ
ク
セ

ル
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
社
は
、
二
〇
〇
八
年
に
は
『
ロ
ッ
ク
・

オ
ン
‼
』
と
い
う
、
ロ
ッ
ク
音
楽
に
賭
け
る
若
者
た
ち
を
描
い
た
作

品
を
製
作
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
の
『
き
っ
と
、
う
ま
く

い
く
』
は
点
数
至
上
主
義
の
大
学
教
育
に
疑
問
を
抱
く
落
ち
こ
ぼ
れ

大
学
生
た
ち
の
姿
を
描
い
た
作
品
で
、
イ
ン
ド
映
画
史
上
最
高
の
興

行
成
績
を
あ
げ
る
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
。
若
者
を
主
題
と
し
な
が

ら
も
、
幅
広
い
層
か
ら
の
支
持
を
得
る
作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
を
示
し
た
作
品
で
あ
る
。

タ
ミ
ル
語
映
画
で
も
、
駆
け
落
ち
し
た
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
姿
を
リ

ア
ル
に
描
い
た
二
〇
〇
四
年
の
『
恋
』
を
は
じ
め
、
二
〇
〇
七
年
の

『
パ
ル
ッ
テ
ィ
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
』、
二
〇
〇
八
年
の
『
ス
ブ
ラ
マ
ニ
ア
プ

ラ
ム
』、
二
〇
〇
九
年
の
『
放
浪
者
た
ち
』
な
ど
、
若
者
を
主
題
に

し
た
作
品
が
増
え
て
き
た
。

ま
と
め
と
し
て

今
回
の
調
査
を
通
し
て
、
い
く
つ
か
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。（

１
）政
府
が
映
画
を
産
業
と
し
て
認
定
し
た
こ
と
を
一
つ
の
き
っ
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し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
一
九
七
〇
年
代

前
半
の
上
映
許
可
証
取
得
本
数
を
あ
げ
て
お
く
と
、
一
九
七
一
年
四
三

一
本
、
一
九
七
二
年
四
一
〇
本
、
一
九
七
三
年
四
四
七
本
、
一
九
七
四

年
四
三
二
本
、
一
九
七
五
年
四
七
一
本
と
な
る
。
一
方
、
日
本
映
画
の

公
開
本
数
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
減
少
傾
向
に
入
り
、
一
九
七
四
年

に
は
前
年
の
四
〇
五
本
か
ら
大
き
く
減
少
し
て
三
四
四
本
と
な
っ
て
い

る
（
日
本
映
画
製
作
者
連
盟
「
過
去
興
行
収
入
上
位
作
品
」）。

＊ 

７ 

映
画
資
金
融
資
公
社
（
Ｆ
Ｆ
Ｃ
）
は
一
九
六
〇
年
に
財
務
省
下
に

設
立
さ
れ
、
国
立
映
画
振
興
公
社
（
Ｎ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
）
は
一
九
七
五
年
に
情

報
放
送
省
下
に
設
立
さ
れ
た
。
Ｆ
Ｆ
Ｃ
は
、
イ
ン
ド
映
画
輸
出
公
社

（Indian M
otion Picture Export Corporation

）
と
と
も
に
一
九

八
〇
年
に
Ｎ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。

＊ 

８ 

一
九
九
一
年
に
は
ス
タ
ー
Ｔ
Ｖ
（Star TV

）
が
衛
星
放
送
を
開
始

し
た
。一
九
九
二
年
に
は
初
の
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
衛
星
放
送
局
と
し
て
ズ
ィ
ー

Ｔ
Ｖ
（Zee TV

）
が
開
局
し
、
翌
年
に
は
タ
ミ
ル
語
衛
星
放
送
局
と
し
て

サ
ン
Ｔ
Ｖ
（Sun TV

）
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
二
〇
一
一
年
一
月
現
在
で
政

府
の
認
可
を
受
け
て
い
る
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
総
数
は
六
二
六
に
の
ぼ

る
（M

inistry of Inform
ation and Broadcasting 2011: 73

）。

＊ 

９ 

中
央
映
画
認
証
委
員
会
に
よ
り
発
表
さ
れ
て
い
る
、
吹
替
え
版
に
よ

る
重
複
を
除
い
た
本
数
で
あ
る（Central Board of Film

 Certification 
2011: 16

）。

＊ 

10 

彼
の
父
親
は
、
国
家
映
画
賞
で
最
優
秀
作
詞
家
賞
を
三
度
受
賞
す

る
な
ど
、
数
々
の
受
賞
歴
を
持
つ
著
名
な
映
画
作
詞
家
ジ
ャ
ー
ヴ
ェ
ー

ド
・
ア
ク
タ
ル
（Javed A

khtar

）
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー
ヴ
ェ
ー
ド
・
ア

ク
タ
ル
は
、
エ
ク
セ
ル
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
社
製
作
の
『
Ｄ
Ｏ
Ｎ

ド
ン
―
―
過
去
を
消
さ
れ
た
男
―
―
』
の
脚
本
を
手
が
け
る
な
ど
、
脚

本
家
と
し
て
も
多
く
の
作
品
に
関
わ
っ
て
い
る
。

＊ 

11 

ム
ク
タ
・
ア
ー
ツ
社
は
、
映
画
監
督
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て

数
々
の
実
績
を
残
し
て
い
る
ス
バ
ー
シ
ュ
・
ガ
イ
ー
（Subhash 

Ghai

）
に
よ
り
一
九
八
二
年
に
創
設
さ
れ
た
映
画
会
社
で
あ
り
、
映
画

会
社
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
に
イ
ン
ド
で
は
じ
め
て
株
式
公
開
を
果
た
し

た
会
社
で
も
あ
る
。
ム
ク
タ
・
ア
ー
ツ
社
会
長
兼
取
締
役
社
長
の
ス

バ
ー
シ
ュ
・
ガ
イ
ー
の
発
案
に
よ
り
二
〇
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が

ホ
イ
ッ
ス
リ
ン
グ
・
ウ
ッ
ズ
国
際
映
画
学
院
で
あ
る
。
映
画
制
作
部
、

俳
優
部
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
部
、
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
の
四
部
門
か
ら
な
り
、
総
数
約
四
百
人
の
学
生
を
抱
え
る
ア
ジ
ア

最
大
規
模
の
映
画
学
校
で
あ
る
。
ム
ン
バ
イ
ー
に
位
置
す
る
フ
ィ
ル
ム

シ
テ
ィ
ー
の
敷
地
内
に
政
府
か
ら
土
地
の
提
供
を
受
け
建
設
さ
れ
た
。

＊ 

12 

カ
ン
ナ
ダ
ー
サ
ン
も
、
Ａ
．
Ｖ
．
メ
イ
ヤ
ッ
パ
ン
氏
や
ヴ
ィ
シ
ュ

ワ
ナ
ー
ダ
ン
氏
の
出
身
地
で
あ
る
カ
ー
ラ
イ
ク
デ
ィ
の
近
隣
の
村
に
生

ま
れ
て
い
る
。

＊ 

13 

国
民
民
主
連
合
（N

ational D
em

ocratic A
lliance

）
は
、
一
九

九
八
―
二
〇
〇
四
年
ま
で
続
い
た
、
ア
タ
ル
・
ビ
ハ
ー
リ
ー
・
ヴ
ァ
ー

ジ
ペ
ー
イ
ー
（A

tal Behari V
ajpayee

）
を
首
相
と
す
る
連
立
政
権

を
支
え
る
与
党
連
合
と
し
て
成
立
し
た
。
第
一
党
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
人

民
党
（Bharatiya Janata Party

）
を
中
心
と
し
た
保
守
・
中
道
を

含
む
幅
広
い
政
党
か
ら
成
っ
て
い
る
。

＊ 

14 

タ
ミ
ル
語
映
画
の
場
合
、
二
〇
〇
二
年
に
公
開
さ
れ
た
作
品
八
四

本
の
う
ち
か
ろ
う
じ
て
資
金
回
収
で
き
た
も
の
は
一
二
本
、
損
失
を
出

し
た
も
の
は
六
三
本
、
正
真
正
銘
の
ヒ
ッ
ト
作
と
い
え
る
も
の
は
ほ
ん

の
九
本
に
す
ぎ
な
い
と
の
報
告
が
あ
る
（Ram

 2003 ; 

山
下
・
岡
光 

二
〇
一
〇
：
二
一
二
）。

ド
が
大
き
な
意
味
を
持
ち
、
そ
れ
が
文
化
的
生
産
物
に
お
い
て
差
異

を
生
成
す
る
源
泉
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（Lash 

&
 Lury 2007

：4-7 ; 

水
嶋 

二
〇
〇
八
：
一
七
二
―
一
七
八
）。
ま
さ

に
、
本
論
で
取
り
上
げ
て
き
た
イ
ン
ド
映
画
産
業
の
様
相
は
こ
の
指

摘
を
裏
付
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

◉
注

＊ 

１ 

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
課
題
番

号
一
九
三
二
〇
一
〇
〇
。

＊ 

２ 

リ
ュ
シ
ア
ン
・
ノ
ン
ゲ
（Lucien N

onguet

）、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ

ン
・
ゼ
ッ
カ
（Ferdinand Zecca

）
監
督
の
フ
ラ
ン
ス
映
画
『La vie 

et la passion de Jésus Christ

』（
初
上
映
は
一
九
〇
三
年
）
の
こ
と

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

＊ 

３ 

イ
ン
ド
人
で
は
じ
め
て
映
画
の
撮
影
を
行
っ
た
の
は
、
ム
ン
バ

イ
ー
出
身
の
ハ
リ
シ
ュ
チ
ャ
ン
ド
ル
・
サ
カ
ー
ラ
ー
ム
・
バ
ー
タ
ヴ

デ
ー
カ
ル
（H

arishchandra Sakharam
 Bhatavdekar

、
通
称
サ
ー

ヴ
ェ
ー
・
ダ
ー
ダ
ーSave D

ada

）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
彼
が
撮
っ
た

の
は
劇
映
画
で
は
な
く
記
録
映
画
で
、
一
八
九
九
年
の
『
レ
ス
ラ
ー
』

を
は
じ
め
数
本
の
作
品
が
知
ら
れ
て
い
る
。『
ハ
リ
シ
ュ
チ
ャ
ン
ド
ラ

王
』
が
公
開
さ
れ
る
前
年
の
一
九
一
二
年
に
は
『
聖
者
プ
ン
ダ
リ
ク
』

と
い
う
作
品
も
つ
く
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
作
品
は
舞
台
演
劇
を
記
録

し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
、
撮
影
な
ど
の
主
要
ス
タ
ッ
フ
に
西
洋
人

が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
一
〇
分
強
の
上
映
時
間
の
短
編
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
・
キ
ャ
ス
ト
全
員
が
イ
ン
ド
人
か
ら
成
っ
て
い

て
、
上
映
時
間
が
四
〇
分
を
超
え
る
『
ハ
リ
シ
ュ
チ
ャ
ン
ド
ラ
王
』
を

も
っ
て
イ
ン
ド
最
初
の
本
格
的
劇
映
画
と
す
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。

＊ 

４ 

原
語
に
正
確
な
表
記
を
す
る
な
ら
、
シ
ョ
ッ
ト
ジ
ト
・
ラ
エ
が
よ

り
適
切
で
あ
る
。

＊ 

５ 

『
大
地
の
う
た
』
は
、
一
九
五
六
年
の
第
九
回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画

祭
で
ベ
ス
ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
賞
、
翌
年
の
第
七
回
ベ

ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
で
セ
ル
ズ
ニ
ッ
ク
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ロ
ー
レ
ル
を

受
賞
、『
大
河
の
う
た
』
は
、
一
九
五
七
年
の
第
一
八
回
ヴ
ェ
ネ
チ
ア

国
際
映
画
祭
で
聖
マ
ル
コ
金
獅
子
賞
、
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
審
査
員
賞
、
一

九
六
〇
年
の
第
一
〇
回
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
で
セ
ル
ズ
ニ
ッ
ク
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ロ
ー
レ
ル
を
受
賞
、
ま
た
、『
大
樹
の
う
た
』
は
、
一

九
六
〇
年
度
米
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ー
ド
・
オ
ブ
・
レ
ビ
ュ
ー
最
優
秀
外

国
語
映
画
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。『
チ
ャ
ル
ラ
ー
タ
』
は
、
一
九
六
五

年
の
第
一
五
回
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
で
銀
熊
賞
最
優
秀
監
督
賞
を
受

賞
、『
遠
い
雷
鳴
』
は
、
一
九
七
三
年
の
第
二
三
回
ベ
ル
リ
ン
国
際
映

画
祭
で
最
高
賞
の
金
熊
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
一
九

六
三
年
の
『
大
都
会
』
は
、
一
九
六
四
年
の
第
一
四
回
ベ
ル
リ
ン
国
際

映
画
祭
で
銀
熊
賞
最
優
秀
監
督
賞
、
一
九
六
一
年
の
『
三
人
娘
』
は
、

一
九
六
三
年
の
第
一
三
回
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
で
セ
ル
ズ
ニ
ッ
ク
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ロ
ー
レ
ル
を
受
賞
し
て
い
る
。

＊ 

６ 

イ
ン
ド
映
画
の
製
作
本
数
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
つ
い
最

近
ま
で
そ
れ
ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
情
報
放
送
省
下
の
中

央
映
画
認
証
委
員
会
（Central Board of Film

 Certification

）
の

年
次
報
告
書
に
お
い
て
発
表
さ
れ
て
い
る
数
字
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
二
〇
一
〇
年
度
版
の
報
告
書
以
前
は
上
映
許
可
証
取
得
本
数

の
み
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
許
可
証
は
上
映
言
語
ご
と
に
発
行
さ

れ
る
た
め
、
吹
き
替
え
な
ど
で
複
数
言
語
で
上
映
さ
れ
る
作
品
は
重
複
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映
画
界
と
マ
フ
ィ
ア
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
古
く
か

ら
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
実
際
に
そ
れ
が
原
因
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
な
殺
人
傷
害
事
件
も
起
こ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
関
係
が

公
的
な
場
で
明
確
に
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
一
年
に
明
る
み
に

な
っ
た
バ
ラ
ト
・
シ
ャ
ー
（Bharat Shah

）
事
件
を
め
ぐ
る
裁
判
の

過
程
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ナ
ー
ジ
ム
・
リ

ジ
ュ
ヴ
ィ
ー
（N

asim
 Rizvi

）
と
そ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
ア
ブ

ド
ゥ
ル
・
ラ
ヒ
ー
ム
・
ア
ッ
ラ
ー
バ
ク
シ
ュ
・
カ
ー
ン
（A

bdul 
Rahim

 A
llahbaksh K

han
）
が
、
同
年
の
作
品
『
密
か
に
、
黙
っ

て
』
の
製
作
資
金
を
ム
ン
バ
イ
ー
の
マ
フ
ィ
ア
の
ボ
ス
で
あ
る
チ
ョ
ー

タ
ー
・
シ
ャ
キ
ー
ル
（Chhota Shakeel

）
か
ら
得
て
い
た
こ
と
が
法

廷
で
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
（Bhatt 2003
）。

＊ 

16 

イ
ン
ド
産
業
開
発
銀
行
法
は
、
一
九
六
四
年
に
設
立
さ
れ
た
イ
ン

ド
産
業
開
発
銀
行
の
根
拠
法
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
産
業
開
発
銀
行

は
、
国
家
と
し
て
重
要
と
考
え
る
産
業
を
育
成
す
る
目
的
で
、
大
・
中

企
業
へ
直
接
・
間
接
に
融
資
を
実
施
す
る
政
府
系
の
金
融
機
関
で
あ
る
。

＊ 

17 

日
本
で
も
、
二
〇
〇
六
年
に
映
像
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
養
成
を
目
的
と
し
て
、
経
済
学
・
財
務
・
会
計
・
法

律
・
組
織
経
営
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
企
画
開
発
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
系

科
目
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
盛
り
込
ん
だ
映
画
専
門
大
学
院
大
学
が
設
立

さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
校
は
二
〇
一
一
年
に
経
営
上
の
問
題
か
ら
新
規

学
生
募
集
を
停
止
し
て
い
る
。
日
本
で
は
、
こ
の
分
野
の
専
門
的
人
材

の
育
成
に
、
イ
ン
ド
と
同
様
の
教
育
上
の
要
請
は
強
く
求
め
ら
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
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◉
映
画
リ
ス
ト

『
Ｄ
Ｏ
Ｎ
ド
ン
』…
…
①D

on

〔
ド
ン
〕、
②
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
・
バ
ー
ロ
ー

ト
、
③
一
九
七
八
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
⑥
未
公
開
。

『
Ｄ
Ｏ
Ｎ
ド
ン
―
―
過
去
を
消
さ
れ
た
男
―
―
』…
…
①D

on

〔
ド
ン
〕、
②

フ
ァ
ル
ハ
ー
ン
・
ア
ク
タ
ル
、
③
二
〇
〇
六
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
ヒ
ン

デ
ィ
ー
語
、
⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
福
岡
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
七
）、

劇
場
公
開
（
二
〇
〇
八
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
と
受
難
』…
…
①La vie et la passion de 

Jésus Christ

、
②
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ノ
ン
ゲ
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ゼ
ッ

カ
、
③
一
九
〇
三
年
、
④
フ
ラ
ン
ス
、
⑤
サ
イ
レ
ン
ト
、
⑥
未
公
開
。

『
偉
大
な
る
ム
ガ
ル
帝
国
』…
…
①M

ughal-e-A
zam

、
②
Ｋ
．
ア
ー
ス
ィ

フ
、
③
一
九
六
〇
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
、
⑥
エ
ル
メ
ス 

ル
・
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
上
映
会
（
二
〇
〇
八
）。

『
き
っ
と
、
う
ま
く
い
く
』…
…
①3 Idiots

〔
三
人
の
バ
カ
〕、
②
ラ
ー

ジ
ュ
ク
マ
ー
ル
・
ヒ
ラ
ー
ニ
ー
、
③
二
〇
〇
九
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
ヒ

ン
デ
ィ
ー
語
、
⑥
し
た
ま
ち
コ
メ
デ
ィ
ー
映
画
祭
イ
ン
台
東
（
二
〇
一

〇
）、
劇
場
公
開
（
二
〇
一
三
）。

『
鎖
』…
…
①Zanjeer

、
②
プ
ラ
カ
ー
シ
ュ
・
メ
ー
ヘ
ラ
ー
、
③
一
九
七

三
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
⑥
未
公
開
。

『
恋
』…
…
①K

aadhal

、
②
バ
ー
ラ
ー
ジ
・
シ
ャ
ク
テ
ィ
ヴ
ェ
ー
ル
、
③

二
〇
〇
四
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
タ
ミ
ル
語
、
⑥
未
公
開
。

『
告
発
』…
…
①Ilzaam

、
②
シ
ブ
ー
・
ミ
ト
ラ
ー
、
③
一
九
八
六
年
、
④
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ベ
ン
ガ
ル
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
七
八
）、
テ
レ
ビ
放
映
（
一
九
八

三
）。

『
ハ
リ
シ
ュ
チ
ャ
ン
ド
ラ
王
』…
…
①Raja H

arishchandra

、
②
ド
ゥ
ン

デ
ィ
ー
ラ
ー
ジ
・
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ド
・
フ
ァ
ー
ル
ケ
ー
、
③
一
九
一
三

年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
サ
イ
レ
ン
ト
、
⑥
未
公
開
。

『
パ
ル
ッ
テ
イ
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
』…
…
①Paruthiveeran

、
②
ア
ミ
ー
ル
・

ス
ル
タ
ー
ン
、
③
二
〇
〇
七
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
タ
ミ
ル
語
、
⑥
未
公

開
。

『
密
か
に
、
黙
っ
て
』…
…
①Chori Chori Chupke Chupke

、
②
ア
ッ

バ
ー
ス
・
マ
ス
タ
ー
ン
、
③
二
〇
〇
一
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
ヒ
ン
デ
ィ
ー

語
、
⑥
未
公
開
。

『
ビ
ッ
ラ
ー
』…
…
①Billa

、
②
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
ヴ
ァ
ル
ダ
ン
、
③
二
〇
〇
七

年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
タ
ミ
ル
語
、
⑥
未
公
開
。

『
放
浪
者
』…
…
①A

w
ara

、
②
ラ
ー
ジ
・
カ
プ
ー
ル
、
③
一
九
五
一
年
、

④
イ
ン
ド
、
⑤
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
⑥
大
イ
ン
ド
映
画
祭
（
一
九
八
八
）、

テ
レ
ビ
放
映
。

『
放
浪
者
た
ち
』…
…
①N

adodigal

、
②
サ
ム
ッ
デ
ィ
ラ
カ
ニ
、
③
二
〇

〇
九
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
タ
ミ
ル
語
、
⑥
未
公
開
。

『
炎
』…
…
①Sholay

、
②
ラ
メ
ー
シ
ュ
・
シ
ッ
ピ
ー
、
③
一
九
七
五
年
、

④
イ
ン
ド
、
⑤
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
⑥
大
イ
ン
ド
映
画
祭
（
一
九
八
八
）、

テ
レ
ビ
放
送
。

『
炎
と
露
』…
…
①Shola aur Shabnam

、
②
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ダ
ワ

ン
、
③
一
九
九
二
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
⑥
未
公
開
。

『
マ
ザ
ー
イ
ン
デ
ィ
ア
』…
…
①M

other India

、
②
メ
ー
フ
ブ
ー
ブ
・

カ
ー
ン
、
③
一
九
五
七
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
⑥
未
公

開
。

『
目
』…
…
①A

ankhen

、
②
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ダ
ワ
ン
、
③
一
九
九
三

年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
⑥
未
公
開
。

『
芽
生
え
』…
…
①A

nkur

〔
芽
〕、
②
シ
ュ
ヤ
ー
ム
・
ベ
ー
ネ
ー
ガ
ル

（
シ
ャ
ー
ム
・
ベ
ネ
ガ
ル
）、
③
一
九
七
四
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
ヒ
ン

デ
ィ
ー
語
、
⑥
イ
ン
ド
映
画
祭
（
一
九
八
三
）、
テ
レ
ビ
放
映
（
一
九

八
五
）。

『
レ
ス
ラ
ー
』…
…
①W

restlers

、
②
ハ
リ
シ
ュ
チ
ャ
ン
ド
ル
・
サ
カ
ー

ラ
ー
ム
・
バ
ー
タ
ヴ
デ
ー
カ
ル
、
③
一
八
九
九
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
サ

イ
レ
ン
ト
、
⑥
未
公
開
。

『
ロ
ー
ジ
ャ
ー
』…
…
①Roja

、
②
マ
ニ
ラ
ト
ナ
ム
、
③
一
九
九
二
年
、
④

イ
ン
ド
、
⑤
タ
ミ
ル
語
、
⑥
福
岡
総
合
図
書
館
イ
ン
ド
シ
ネ
マ
ウ
ィ
ー

ク
（
一
九
九
七
）、
東
京
国
際
映
画
祭
（
一
九
九
八
）。

『
ロ
ッ
ク
・
オ
ン
‼
』…
…
①Rock O

n!!

、
②
ア
ビ
シ
ェ
ー
ク
・
カ
プ
ー

ル
、
③
二
〇
〇
八
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
⑥
未
公
開
。

『
私
は
愛
を
知
っ
た
』…
…
①M

aine Pyar K
iya

、
②
ス
ー
ラ
ジ
ュ
Ｒ
．

バ
ル
ジ
ャ
ー
テ
ィ
ア
、
③
一
九
八
九
年
、
④
イ
ン
ド
、
⑤
ヒ
ン
デ
ィ
ー

語
、
⑥
未
公
開
。

『
私
は
あ
な
た
の
何
な
の
！
』…
…
①H

um
 A

apke H
ain K

oun...!

、
②

ス
ー
ラ
ジ
ュ
Ｒ
．
バ
ル
ジ
ャ
ー
テ
ィ
ア
、
③
一
九
九
四
年
、
④
イ
ン

ド
、
⑤
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
⑥
未
公
開
。

◉
著
者
紹
介
◉

①
氏
名
…
…
深
尾
淳
一（
ふ
か
お
・
じ
ゅ
ん
い
ち
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
映
画
専
門
大
学
院
大
学
・
准
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
六
一
年
、
滋
賀
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
考
古
学
／
地
域
研
究
・
南
イ
ン
ド
。

⑤
学
歴
…
…
大
阪
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部（
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
専
攻
）卒

業
、
筑
波
大
学
大
学
院
修
士
課
程
地
域
研
究
研
究
科（
東
南
ア
ジ
ア
研

究
コ
ー
ス
）修
了
、
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
歴
史
・
人
類
学
研
究

科（
文
化
人
類
学
専
攻
）前
期
課
程
修
了
・
満
期
退
学
。

⑥
職
歴
…
…
拓
殖
大
学
政
経
学
部
非
常
勤
講
師（
三
六
歳
〜
）、
映
画
専
門
大

学
院
大
学
専
任
講
師（
四
四
歳
〜
四
八
歳
）、
同
准
教
授（
四
九
歳
〜
）、
東

京
大
学
教
養
学
部・大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
非
常
勤
講
師（
五
一
歳
〜
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
イ
ン
ド
、
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
州
、
タ
ミ
ル
大
学
刻

文
学
部
に
研
究
生
と
し
て
留
学（
一
九
九
二
年
か
ら
二
年
間
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
現
地
発
掘
調
査
、
現
地
所
蔵
資
料
調
査
、
現
地
聞
き
取

り
調
査
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
、Indian Society for Prehistoric 

and Q
uaternary Studies

、Tam
ilnadu A

rchaeological Society

。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
二
〇
〇
四
年
の
イ
ン
ド
洋
大
津
波
は
現
代
社
会
の

調
査
に
本
格
的
に
関
わ
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
で
あ
っ

た
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
の『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』（
平

凡
社
、
一
九
九
三
年
）。
異
文
化
と
接
す
る
上
で
の
自
ら
へ
の
戒
め
と

し
て
。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…
中
国
、
王
兵
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品

『
鉄
西
区
』（
二
〇
〇
三
年
）。
地
域
研
究
を
行
う
上
で
の
対
象
と
の
距

離
の
と
り
方
の
参
考
に
な
る
と
思
う
。
ま
た
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ワ
イ

ズ
マ
ン
の
作
品
も
お
薦
め
で
き
る
。


